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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第62期

中間連結会計期間
第63期

中間連結会計期間
第62期

会計期間
自　2024年４月１日
至　2024年９月30日

自　2025年４月１日
至　2025年９月30日

自　2024年４月１日
至　2025年３月31日

売上高 (百万円) 3,852 4,127 7,799

経常利益 (百万円) 44 143 128

親会社株主に帰属する
中間純利益又は
親会社株主に帰属する
当期純損失(△)

(百万円) 26 126 △76

中間包括利益又は包括利益 (百万円) 28 128 △74

純資産額 (百万円) 3,210 3,212 3,107

総資産額 (百万円) 6,109 5,817 5,893

１株当たり中間純利益又は
１株当たり当期純損失(△)

(円) 4.30 20.74 △12.52

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 51.8 54.5 51.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 47 216 295

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △204 △118 △320

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △93 △180 △300

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(百万円) 2,037 1,878 1,962
 

(注) １．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ(当社及び連結子会社)が営む事業の内容について、重要な変更はあり

ません。

また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、賃上げによる所得環境の改善が進み、インバウンド需要が引き続き

好調なことにより、堅調に推移しております。一方で、地政学リスクや米国の関税政策などの要因から原材料コス

トやエネルギーコストの高騰も続いており、人材採用難による働き手不足、人件費の上昇等、依然として先行き不

透明な状況が続いております。

このような状況の中、当社グループは持続的成長と企業価値向上を実現するために、メインブランドである『喫

茶室ルノアール』の出店を加速し、各ブランドを含め、首都圏を中心に出店地域の拡大を図ってまいります。さら

に、人員配置の効率化等、各種経費削減にも継続して努めてまいります。

今後も、更にお客様に求められる価値観を提供し続けることが出来るよう、より高品質の商品やホスピタリティ

あふれるサービスの提供に努めてまいります。

店舗数につきましては、2025年４月ニューヨーカーズ・カフェ新橋汐留口駅前店、７月吉祥寺南口駅前店を新規

オープンし、2025年４月カフェ・ミヤマ渋谷センター街店を業態変更し、渋谷センター街店としてオープンいたし

ましたので、104店舗となりました。

以上の結果、当中間連結会計期間の売上高は4,127百万円(前年同期比275百万円増)となり、営業利益は116百万円

(前年同期比97百万円増)、経常利益は143百万円(前年同期比99百万円増)、親会社株主に帰属する中間純利益は126

百万円(前年同期比100百万円増)となりました。

当中間連結会計期間末の総資産は、5,817百万円となり前連結会計年度末に比べ76百万円の減少となりました。こ

れは主に、有形固定資産が31百万円増加したものの、現金及び預金が83百万円減少したことによるものでありま

す。

負債は、2,604百万円となり前連結会計年度末に比べ181百万円の減少となりました。これは主に、短期借入金が

90百万円、長期借入金が35百万円、リース債務(流動)が31百万円減少したことによるものであります。

また、純資産は3,212百万円となり前連結会計年度末に比べ105百万円の増加となりました。これは主に、利益剰

余金が108百万円増加したことによるものであります。

以上の結果、自己資本比率は54.5％(前連結会計年度末は51.9％)となりました。

 
(2) キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、1,878百万円となり前連結会計年度

末に比べ83百万円減少いたしました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは216百万円の収入(前年同期比168百万円増)となりました。これは主に、税

金等調整前中間純利益が142百万円、減価償却費が93百万円あったことによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは118百万円の支出(前年同期比85百万円減)となりました。これは主に、有形

固定資産の取得による支出が115百万円あったことによるものであります。
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(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは180百万円の支出(前年同期比86百万円増)となりました。これは主に、短期

借入金の返済による支出が90百万円、長期借入金の返済による支出が35百万円、リース債務の返済による支出が31

百万円あったことによるものであります。

 
(3) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 
(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

３ 【重要な契約等】

当中間連結会計期間において、重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2025年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2025年11月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,252,004 6,252,004
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数
100株

計 6,252,004 6,252,004 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2025年４月１日～
2025年９月30日

― 6,252,004 ― 100,000 ― 1,062,078
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(5) 【大株主の状況】

  2025年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社オーギュスト 東京都港区西新橋２－34－４ 1,331 21.79

株式会社花見煎餅 東京都国分寺市高木町１－10－51 1,168 19.12

キーコーヒー株式会社 東京都港区西新橋２－34－４ 754 12.34

塩井　賢一 東京都新宿区 500 8.19

小宮山　誠 東京都小平市 172 2.83

猪狩　安往 東京都江戸川区 81 1.33

小宮山　文美 埼玉県所沢市 68 1.12

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１－１－２ 63 1.04

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１－６－１ 55 0.91

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１－６－６ 40 0.65

計 ― 4,234 69.32
 

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2025年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

― ―
143,500

完全議決権株式(その他)
普通株式

61,063 ―
6,106,300

単元未満株式
普通株式

― ―
2,204

発行済株式総数 6,252,004 ― ―

総株主の議決権 ― 61,063 ―
 

(注)　「単元未満株式」の「株式数」の欄には、当社所有の自己株式26株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  2025年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合(％)

(株)銀座ルノアール
東京都中野区中央４丁目
60番３号

143,500 0 143,500 2.3

計 ― 143,500 0 143,500 2.3
 

(注)　当中間会計期間末の自己株式数は、143,526株であります。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28号。

以下「連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間(2025年４月１日から2025年９月30

日まで)に係る中間連結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,962,116 1,878,756

  売掛金 241,095 228,105

  商品 31,235 35,640

  その他 193,560 190,161

  流動資産合計 2,428,008 2,332,663

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 3,309,803 3,400,655

    減価償却累計額 △2,337,156 △2,381,312

    建物（純額） 972,646 1,019,342

   工具、器具及び備品 334,240 349,172

    減価償却累計額 △295,813 △297,857

    工具、器具及び備品（純額） 38,427 51,314

   土地 516,039 516,039

   リース資産 279,987 279,987

    減価償却累計額 △228,367 △256,532

    リース資産（純額） 51,619 23,454

   建設仮勘定 2,915 －

   その他 5,041 6,499

    減価償却累計額 △5,041 △3,239

    その他（純額） 0 3,260

   有形固定資産合計 1,581,647 1,613,412

  無形固定資産   

   ソフトウエア 6,189 4,583

   その他 1,111 1,053

   無形固定資産合計 7,300 5,636

  投資その他の資産   

   投資有価証券 89,630 90,028

   長期貸付金 32,385 30,565

   敷金及び保証金 1,478,924 1,469,167

   長期預金 100,000 100,000

   繰延税金資産 87,831 87,855

   その他 87,507 87,684

   投資その他の資産合計 1,876,278 1,865,302

  固定資産合計 3,465,227 3,484,351

 資産合計 5,893,235 5,817,014
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 123,464 114,559

  短期借入金 1,490,800 1,400,800

  リース債務 58,432 26,606

  未払法人税等 25,444 13,955

  賞与引当金 47,150 46,710

  株主優待引当金 21,788 6,729

  その他 308,880 311,934

  流動負債合計 2,075,960 1,921,295

 固定負債   

  長期借入金 393,800 358,400

  役員退職慰労引当金 133,522 142,669

  退職給付に係る負債 165,889 165,101

  その他 17,013 17,013

  固定負債合計 710,225 683,184

 負債合計 2,786,185 2,604,480

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 100,000 100,000

  資本剰余金 1,735,459 1,735,459

  利益剰余金 1,348,332 1,456,700

  自己株式 △111,095 △111,095

  株主資本合計 3,072,696 3,181,064

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △12,008 △11,585

  その他の包括利益累計額合計 △12,008 △11,585

 非支配株主持分 46,361 43,055

 純資産合計 3,107,049 3,212,534

負債純資産合計 5,893,235 5,817,014
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

売上高 3,852,241 4,127,816

売上原価 731,208 767,227

売上総利益 3,121,033 3,360,589

販売費及び一般管理費 ※  3,102,149 ※  3,244,477

営業利益 18,883 116,111

営業外収益   

 受取利息 713 993

 受取配当金 6 7

 受取家賃 19,894 19,859

 受取保険料 160 508

 協賛金収入 13,972 17,037

 その他 3,512 6,693

 営業外収益合計 38,259 45,099

営業外費用   

 支払利息 8,376 12,360

 不動産賃貸費用 2,818 2,783

 撤去費用 341 878

 その他 1,038 1,418

 営業外費用合計 12,576 17,440

経常利益 44,566 143,770

特別利益   

 固定資産売却益 － 402

 特別利益合計 － 402

特別損失   

 固定資産廃棄損 1,333 1,738

 特別損失合計 1,333 1,738

税金等調整前中間純利益 43,233 142,435

法人税等 14,670 14,069

中間純利益 28,562 128,365

非支配株主に帰属する中間純利益 2,292 1,672

親会社株主に帰属する中間純利益 26,269 126,693
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【中間連結包括利益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

中間純利益 28,562 128,365

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 142 422

 その他の包括利益合計 142 422

中間包括利益 28,704 128,788

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 26,411 127,116

 非支配株主に係る中間包括利益 2,292 1,672
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純利益 43,233 142,435

 減価償却費 98,065 93,032

 長期前払費用償却額 11,380 12,580

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,677 9,147

 賞与引当金の増減額（△は減少） △570 △440

 株主優待引当金の増減額（△は減少） △13,838 △15,058

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △5,450 △787

 受取利息及び受取配当金 △719 △1,001

 支払利息 8,376 12,360

 固定資産売却損益（△は益） － △402

 固定資産廃棄損 1,333 1,738

 売上債権の増減額（△は増加） 16,634 12,989

 棚卸資産の増減額（△は増加） △3,149 △4,404

 仕入債務の増減額（△は減少） △8,848 △8,904

 未払消費税等の増減額（△は減少） △45,014 △16,043

 その他の流動資産の増減額（△は増加） 1,349 2,729

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △25,861 10,636

 その他 △4,514 1,933

 小計 81,086 252,539

 利息及び配当金の受取額 436 746

 利息の支払額 △8,771 △11,845

 法人税等の支払額 △24,988 △25,403

 営業活動によるキャッシュ・フロー 47,762 216,036

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 長期貸付金の回収による収入 2,375 2,075

 有形固定資産の取得による支出 △179,417 △115,743

 有形固定資産の売却による収入 － 402

 敷金及び保証金の差入による支出 △31,253 －

 敷金及び保証金の回収による収入 17,505 1,269

 その他 △13,523 △6,874

 投資活動によるキャッシュ・フロー △204,313 △118,870

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の返済による支出 △40,000 △90,000

 リース債務の返済による支出 △31,415 △31,825

 配当金の支払額 △18,489 △18,321

 長期借入金の返済による支出 － △35,400

 非支配株主への配当金の支払額 △3,677 △4,978

 財務活動によるキャッシュ・フロー △93,583 △180,525

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △250,133 △83,360

現金及び現金同等物の期首残高 2,287,355 1,962,116

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※  2,037,221 ※  1,878,756
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【注記事項】

(中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(税金費用の計算)

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該見積

実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法に

よっております。

 
(中間連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。

 
(中間連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
至　2025年９月30日)

給料手当 1,161,259千円 1,299,572千円

賃借料 932,965 967,198 

賞与引当金繰入額 46,120 46,710 

退職給付費用 11,220 5,385 

役員退職慰労引当金繰入額 8,677 9,147 
 

 

(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおりで

あります。

 

 
前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
至　2025年９月30日)

現金及び預金勘定 2,037,221千円 1,878,756千円

現金及び現金同等物 2,037,221 1,878,756 
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前中間連結会計期間(自　2024年４月１日　至　2024年９月30日)

配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年６月26日
定時株主総会

普通株式 18,325 3 2024年３月31日 2024年６月27日 利益剰余金
 

 

Ⅱ　当中間連結会計期間(自　2025年４月１日　至　2025年９月30日)

配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年６月26日
定時株主総会

普通株式 18,325 3 2025年３月31日 2025年６月27日 利益剰余金
 

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前中間連結会計期間(自　2024年４月１日　至　2024年９月30日)及び当中間連結会計期間(自　2025年４月１日　

至　2025年９月30日)

当社グループは、喫茶等事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 
(金融商品関係)

当中間連結貸借対照表計上額と時価との差額及び前連結会計年度に係る連結貸借対照表計上額と時価との差額に

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 
(有価証券関係)

有価証券は企業集団の事業の運営において重要性が乏しいため記載を省略しております。

 
(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の中間連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が

ありません。

 
(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

(単位：千円)

 
前中間連結会計期間
自　2024年４月１日
至　2024年９月30日

当中間連結会計期間
自　2025年４月１日
至　2025年９月30日

飲料・食品 3,838,992 4,110,590

雑貨 12,250 16,328

その他 997 897

顧客との契約から生じる収益 3,852,241 4,127,816

その他の収益 － －

外部顧客への売上高 3,852,241 4,127,816
 

 
(１株当たり情報)

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
至　2025年９月30日)

１株当たり中間純利益 4円30銭 20円74銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する中間純利益(千円) 26,269 126,693

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利益(千
円)

26,269 126,693

普通株式の期中平均株式数(株) 6,108,478 6,108,478
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

2025年11月７日

株式会社銀座ルノアール

取締役会　御中
 

EY新日本有限責任監査法人
 

東京事務所
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 原　　山　　精　　一  
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宇　　田　　川　　聡  
 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社銀座ル

ノアールの2025年４月１日から2026年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間(2025年４月１日から2025年９月

30日まで)に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、

中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、株式会社銀座ルノアール及び連結子会社の2025年９月30日現在の財政状態並びに同日

をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定(社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用さ

れる規定を含む。)に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果

たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付

ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場

合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期

中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

いないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構

成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上
 

 

(注) １　上記の期中レビュー報告書の原本は当社(半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは期中レビューの対象には含まれておりません。
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